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再生粗骨材Ｍを用いたコンクリートの上部躯体適用に向けた検討 
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■ 要  旨 ■ 

本検討では、再生粗骨材 M を用いたコンクリートを乾燥収縮の影響を受ける上部躯体に適用することを目的とし、

再生粗骨材 H および M を用いたコンクリートの耐久性を比較した。さらに、実用化を想定した再生骨材の品質管理

方法について検討を行った。 

その結果、再生骨材コンクリートの耐久性は、再生粗骨材の品質区分によらないことを確認した。また、乾燥収縮

の品質管理には、早期判定を適用できることを確認した。 
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図 23 圧縮強度の逆数と 

        中性化速度係数の関係 
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図 24 普通粗骨材と再生粗骨材の 

  中性化速度係数の比較 
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図 25 各乾燥期間における係数 αi の妥当性の検証 


